




要約:母子保健事業の市町村への移譲による、滋賀県乳幼児健康診査システムの見直しの

ために、保健所での小児科療育相談と発達相談、滋賀県立小児保健医療センターでの小児

科精密健康診査の現状と課題を検討した。小児科療育相談受診児は、小児神経疾患が多く

小児神経科医が担当すのが望ましい。療育相談受診児には、発達相談が必要な児が多く、

療育発達相談として一体的に実施し、医学的診断の必要な児や市町村の発達相談で対応の

困難な児を対象とする。滋賀県における障害児の包括的ケアーのためには、保健所を核と

した地域での保健、医療、福祉、教育の連携とともに小児保健医療センターを核とした全

県での連携が課題である。


